
検定試験や各種大会への挑戦

  地域との交流や魅力発信

全国産業教育フェア（さんフェア）

専門高校では様々な検定試験や発表大会
（写真1）、競技大会（写真2）などの各種大会に
積極的に取り組んでいます。検定試験や大
会を目標の一つとして頑張り、目標の達成に
よって大きな充実感を得ることができます。
このような場で学校の枠を越えた研鑽

さん
や交

流の機会が得られることは、専門高校生に
とっての大きな魅力となっています。

写真1 全国大会での発表

写真3 地域の方々との交流

写真4 キッズビジネスタウン

写真2 カッターレース大会

写真5 さんフェア会場の様子

写真6 実行委員会の企画打合せ

多くの専門高校では、日頃の専門的な学び
を生かして、地域社会との交流を行っていま
す。 例えば、野菜や果樹、加工品などの実習
生産品の販売会、地元商店街での店舗の運営、
地域の方々との交流（写真3）など、多彩な活
動を精力的に行っています。
また、中学生の体験入学を受け入れるオー
プンスクールや、生徒による小・中学校への出
前授業、高校生が地域の小学生にビジネスを
教えるキッズビジネスタウンの実施（写真4）、
域内の専門高校が一堂に会するフェアの開催
など、様々な機会で魅力を発信しています。

毎年、全国から専門高校生が一堂に会し、
日頃の学習成果を総合的に発表する学習成果
発表の祭典「全国産業教育フェア」（さんフェ
ア）が開催されています。さんフェアでは展
示や発表、競技大会、体験・実演、展示即売
などが行われます（写真5）。
さんフェアには多くの中学生や保護者の来
場があり、生徒たちは展示や発表、競技大会
などに日頃の成果を生かして参加するほか、
生徒実行委員会を組織し、自ら主体となって
企画・運営を行います（写真6）。

専門高校の多様な取組を紹介します
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企業の方からは、専門高校はどのように見られ
ているのでしょうか。
専門高校卒業生を多く採用されている企業の方
にお話を伺ってみました。

このほか詳しいことは担任の先生や進路指導の先生に相談したり、気になる学校のwebページなどで調べたり
してみましょう。教育委員会で専門高校の紹介資料を作っているところもあります。

公益財団法人 
産業教育振興中央会 理事長
サッポロホールディングス（株）
社外監査役

杉江 和男さん

専門高校卒業生の多くは、企業に入社後早い段階で業務を習得し、
会社の即戦力となっています。それは、専門高校において、働く上で
必要な専門知識の基礎や技術を学ぶとともに、実験や実習で体験しな
がら自ら考える力を養っているからです。また、地域との交流活動を
通して、人と人とのコミュニケーション力を身に付けているからです。
世界はいろいろな考えをもつ多くの人々が、多様な職業においてお

互いに助け合うことで成り立っています。そして私たちが住む地球の
環境や日本の社会は、日々変化しています。企業は、皆さんが学んだ
専門分野の新たな発想を取り入れることで変化に対応できます。自ら
考え意欲をもって行動する専門高校生に大いに期待しています。

1Ｑ 3Ｑ

4Ｑ2Ｑ

入学前に特別な勉強は必要でしょ
うか ?

総合学科とはどう違いますか？

専門高校では資格が取れると聞き
ましたが ?

通える専門高校がどこにあるか分
かりません

専門科目は、中学校では学ばない科目で
す。全員が高等学校に入学してから学ぶこ
とになります。入学前に特別な勉強はしな
くても大丈夫ですが、これから学ぶことに
関する本などを読んでおくと、高校生活の
スタートが楽しみになるでしょう。

専門高校では、この冊子で紹介してきた
魅力的な学びを１年生から体系的に行
い、専門性を高められます。同じ目標を
もつ友達と切

せ っ さ た く ま
磋琢磨し、社会で活躍する

ために必要なことをしっかり学べます。

学校・学科ごとに取得を目指す資格が異
なります。3～18ページを参照してどん
な資格に取り組むか知った上で、詳しく
は各学校のwebページなどで調べてみま
しょう。

自分の住む都道府県のwebページで調べ
てみましょう。分からなければ担任の先
生や進路指導の先生に相談してみましょ
う。

〉〉〉〉〉

Ｑ&A
コーナー

専門高校についてよくある質問にお答えします

専門高校は企業に高く
評価されています
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このパンフレットに関するお問合せは下記までお願いします

文部科学省 初等中等教育局 児童生徒課 産業教育振興室
〒100-8959 東京都千代田区霞が関3丁目2番2号
TEL：03-5253-4111（代表）
URL：http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/main19_a2.htm


